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李
商
隠
の
代
作
の
態
度
に
つ
い
て

1
1
1

「
太
尉
衛
公
会
日
間
一
品
集
序
」
を
中
心
に
し
て

i

l

は
じ
め
に

李
商
騒
が
耕
文
作
家
と
な
っ
た
理
由
は
、
節
度
使
等
の
幕
府
の
文

書
係
と
し
て
の
職
務
に
そ
の
技
術
を
役
立
て
る
た
め
で
あ
っ
た
。
実

際
彼
は
様
々
な
形
式
の
代
作
文
書
を
数
多
く
残
し
て
お
り
、
な
お
か

っ
そ
れ
ら
は
、
当
時
に
例
の
少
な
い
精
鰍
な
耕
文
の
文
体
を
駆
使
し

ハ
l
〉

て
識
問
か
守
れ
て
い
る
。

李
潟
隠
の
文
学
的
営
為
の
中
に
お
け
る
餅
文
に
よ
る
代
作
文
警
の

位
援
付
け
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
見
方
は
、
次
に
一
部
す
蓋
一
乃
斌
氏
の

論
に
代
表
さ
れ
よ
う
。

「
李
商
隠
は
餅
文
を
書
く
際
に
幕
僚
と
し
て
の
束
縛
を
受
け
、
自

己
の
感
情
や
議
論
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
彼
は
苦
痛
に
感

(
2〉

じ
、
詩
に
よ
っ
て
自
己
の
心
情
を
吐
露
し
た
の
だ
。
」

係
か
に
、
李
硲
隠
の
代
作
文
書
の
中
に
は
事
務
的
な
内
容
に
表
現
の

加
で
の
潤
色
を
加
え
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
何
ら

加

国

理

R
い

z
M
H
A
 

か
の
政
治
的
見
解
が
表
明
さ
れ
た
文
章
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
李

商
懸
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
本
論
文
で

は
、
そ
の
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
「
太
尉
痛
公
会
田
竺
品
集
序
」
を

中
心
に
し
て
こ
れ
を
論
じ
る
。

一
、
「
大
尉
衛
公
会
員
一
品
集
序
」
執
筆
の
経
緯
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こ
の
文
章
は
、
宣
宗
大
中
元
年
〈
八
四
七
〉
李
商
隠
三
十
六
歳
の

(
3〉

時
に
警
か
れ
た
。
こ
の
時
彼
は
桂
管
防
禦
観
察
等
使
鄭
亜
に
仕
え
て

い
た
。
そ
の
鄭
班
の
も
と
に
、
李
徳
裕
の
自
撰
文
集
去
否
問
一
品

集
』
十
五
巻
と
、
そ
の
序
文
の
執
筆
を
依
頼
す
る
害
状
が
屈
け
ら
れ

た
。
李
徳
裕
は
武
宗
靭
の
宰
相
で
あ
っ
た
が
、
宣
宗
の
即
位
と
と

も
に
左
遷
さ
れ
、
こ
の
時
に
は
太
子
少
保
分
司
東
都
の
関
職
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
李
徳
絡
と
近
い
立
場
に
あ
っ
た
鄭
車
も
地
方
官
へ
左

〈

5
v

選
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
の
も
と
、
足
音
竺
品
集
』
は
、

李

徳

絡

が

武

宗

の

執

筆

し

た

秘

話

や

上

奨

文

等

を

収



め
、
自
ら
の
治
績
を
明
ら
か
に
す
る
意
図
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の

で
ふ
の
る
。

鄭
孤
は
苧
商
穏
に
命
じ
て
こ
の
序
文
を
代
作
さ
せ
た
。
こ
れ
が

「
太
尉
衛
公
会
問
問
一
品
集
序
」
で
あ
る
。
し
か
し
郷
軍
は
李
商
隠
の

文
章
に
満
足
せ
ず
、
大
幅
な
改
作
を
行
っ
て
序
文
を
完
成
さ
せ
、
李

徳
裕
に
返
送
し
た
。
一
方
、
李
商
隠
は
自
ら
の
序
文
を
破
棄
せ
ず
残

し
て
お
い
た
。
両
者
の
序
は
共
に
『
文
苑
英
華
』
巻
七
百
六
に
載
せ

ら
れ
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
序
文
の
執
筆
は
、
李
商
憶
に
と
っ
て
幕
府
の
文
護
係
の
仕
事

に
お
け
る
唯
一
の
明
ら
か
な
失
敗
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
通
常
は
表
面

に
現
れ
な
い
彼
の
代
作
文
書
に
対
す
る
態
度
を
、
こ
の
文
章
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ニ
、
李
商
穏
と
鄭
亜
の
文
章
の
相
違

李
商
憾
の
原
本
と
鄭
亜
の
改
作
の
相
違
は
、
潟
浩
の
『
奨
南
文
集

詳
注
』
及
び
周
振
甫
氏
の
『
李
商
穏
選
集
』
(
一
九
八
六
上
海
古

籍
出
版
社
)
の
二
つ
の
注
釈
に
一
罰
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で

は
、
両
作
者
の
考
え
方
の
違
い
が
明
ら
か
に
表
わ
れ
た
部
分
を
特
に

指
摘
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
い
ず
れ
も
『
焚
南
文
集
詳
注
』
巻
七
所

ハ
6
〉

収
の
も
の
と
す
る
。

序
、
武
宗
と
李
徳
裕
の
関
係

、、t
J
'

令よ
r

，，‘、、

両
者
の
文
章
は
い
ず
れ
も
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
順
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
序
段
の
部
分

だ
が
、
李
商
憾
の
文
章
は
武
宗
の
即
位
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
る
。

唐
葉
十
五
、
帝
議
昭
粛
、
始
以
太
弟
、
茂
対
天
休
。
〔
唐
菜
十

さ
か
ん

五
、
帝
〈
武
宗
〉
誌
は
昭
粛
、
始
め
太
弟
を
以
て
、
茂
に
天
体

に
対
す
。
〕

次
い
で
、
武
宗
が
輔
弼
の
臣
を
求
め
る
一
一
一
一
回
葉
を
記
す
。

我
祖
宗
並
建
豪
英
、
範
囲
古
昔
。
史
ト
宵
夢
、
震
瑳
不
寧
0

・:

:
・
庸
不
知
帝
資
朕
者
、
其
誰
氏
子
一
持
。
〔
我
が
祖
京
、
豪
英
を

並
び
立
て
、
古
昔
を
範
囲
す
。
史
ト
、
宵
夢
に
、
震
嵯
し
て
掌

か
ら
ず
。
:
・
・
:
庸
ん
ぞ
帝
の
朕
に
資
ら
す
者
、
其
れ
誰
氏
の
子

な
る
か
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
。
〕

そ
し
て
、
武
宗
は
遂
に
李
徳
裕
を
登
用
す
る
。

既
三
回
目
、
乃
詔
臼
、
准
海
伯
父
、
汝
来
輔
一
チ
O
i
-
-
-
帝
由
是

尽
付
玄
機
、
允
厭
神
度
。
左
右
者
威
不
知
其
夢
邪
ト
邪
。
〔
既

に
三
四
島
、
乃
ち
認
し
て
臼
く
、
堆
海
の
伯
父
(
李
徳
裕
)
、

汝
来
り
て
予
を
輔
け
よ
、
と
。
:
:
:
帝
是
に
出
り
て
尽
く
玄
機

を
付
し
、
允
に
神
度
に
一
献
ふ
。
左
右
の
者
威
な
其
の
夢
か
ト
か

を
知
ら
ず
。
〕

こ
れ
以
下
、
李
徳
硲
が
宰
相
に
就
任
す
る
ま
で
が
記
さ
れ
て
、
序
段

が
終
わ
る
。
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こ
の
李
商
隠
の
文
章
を
鄭
亜
は
大
幅
に
改
め
る
。
郷
軍
の
文
章

は
、
詔
勅
の
起
源
か
ら
は
じ
ま
る
。

総
綜
之
興
、
載
籍
之
始
、
先
王
発
号
施
令
、
明
罰
勅
法
、
釜
本

於
此
也
。
〔
愉
綜
の
興
、
載
籍
の
始
は
、
先
王
号
を
発
し
令
を

い
ま
し

施
し
、
認
を
明
ら
か
に
し
法
を
勅
む
、
蓋
し
此
に
本
づ
く
な

り。〕

こ
の
後
、
皇
帝
を
補
佐
し
て
制
詰
の
任
に
当
た
っ
た
者
の
名
を
書
き

列
ね
る
が
、
そ
れ
は
仲
胞
や
伊
予
か
ら
、
李
徳
裕
の
父
親
で
鐙
宗
の

宰
相
で
あ
っ
た
李
昔
甫
に
至
る
。
そ
し
て
そ
の
後
で
よ
う
や
く
武
宗

と
李
徳
裕
が
登
場
す
る
。

特
進
太
子
少
保
分
可
東
都
衛
公
、
長
慶
中
事
惑
皐
ー
が
聯
械
制

門

7
〉

士
、
訓
話
之
業
彰
於
前
問
。
昭
粛
尚
早
帝
統
援
乾
符
、
嬉
媒
良

向
。
詔
自
堆
海
、
復
升
台
庭
、
尽
付
玄
機
、
允
厭
神
度
。
〔
特

進
太
子
少
保
分
司
東
都
衛
ハ
ム
ハ
李
徳
裕
〉
、
長
陵
中
に
恵
皇
〈
穆

宗
〉
に
事
へ
翰
林
学
士
と
為
り
て
、
訓
勧
の
業
は
前
開
に
彰
ら

か
な
り
。
昭
粛
{
P
4
'
M
W

〈
武
宗
〉
乾
符
を
統
握
し
、
良
問
に
搭
探

す
。
認
し
て
惟
海
自
り
、
復
た
台
庭
に
升
し
、
尽
く
玄
機
を
件

し
、
允
に
神
度
に
厭
ふ
。
〕

両
者
を
比
べ
る
と
、
李
徳
裕
の
設
場
の
仕
方
が
全
く
異
な
っ
て
い

(
8〉

(
9〉

る
。
卒
商
穏
は
「
史
ト
」
「
宵
夢
」
つ
ま
り
呂
尚
と
僻
説
の
故
事
を

用
い
、
神
秘
的
な
予
兆
に
よ
り
武
宗
が
世
に
知
ら
れ
ざ
る
名
度
李
徳

裕
を
登
用
し
た
か
の
様
に
一
記
述
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
左
右
者
威

不
知
其
夢
邪
ト
邪
」
に
よ
っ
て
、
不
可
思
議
な
力
に
結
ぼ
れ
た
君
臣

関
係
を
強
調
す
る
。
こ
れ
に
対
し
鄭
亜
の
文
章
で
は
、
李
徳
裕
が
長

慶
年
間
に
既
に
翰
μ

科
学
士
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
の
で
、
武
宗
に
登

用
さ
れ
た
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
う
ち
史
実
に
正
し
く
基
づ

ハ
刊
〉

い
て
い
る
の
は
、
鄭
亜
の
文
章
の
方
で
あ
る
。

李
商
隠
は
、
史
実
を
曲
げ
て
ま
で
し
て
武
宗
と
李
徳
裕
の
関
係
を

特
殊
化
す
る
。
鄭
車
は
そ
の
稗
史
風
の
記
述
を
改
め
た
だ
け
で
は
な

い
。
さ
ら
に
、
制
詩
の
任
に
当
た
っ
た
臣
下
の
名
を
列
挙
す
る
こ
と

で
、
武
宗
と
李
徳
裕
の
関
係
を
一
般
化
す
る
の
で
あ
る
。

ω
本
論
そ
の
一
、
李
徳
絡
の
軍
功

次
に
、
‘
こ
の
序
文
の
本
論
に
つ
い
て
投
討
す
る
。
本
論
と
は
、

豆
否
問
一
品
集
』
の
中
の
重
要
な
文
-
章
に
つ
い
て
解
説
す
る
部
分
で

あ
る
の
李
徳
揺
は
鄭
亜
に
与
え
た
書
状
の
中
で
、
文
集
の
内
容
に
つ

い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

茶
当
先
謹
御
極
、
一
持
参
栂
務
。
両
度
冊
文
、
及
宣
諮
太
后
耐
廟

制
、
容
賛
、
関
州
紀
議
功
碑
、
討
四
位
制
、
討
例
制
額
制
、
五

勤
者
、
持
度
用
兵
詔
勅
、
及
先
襲
改
名
制
、
告
笑
天
上

井
奨
議
等
、
戦
成
十
五
巻
。
(
李
徳
一
捨
「
与
桂
州
鄭
中

去
ぜ
衛
公
別
集
b

巻ムハ〉

こ
こ
に
一
が
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
説
く
に
当
た
り
、
前
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後
に
帝
」
援
の
儀
礼
に
関
す
る
も
の
を
配
し
、
中
間
に
軍
事
に
関
す
る

も
の
を
置
く
と
い
う
李
徳
檎
の
示
し
た
配
列
に
従
っ
て
い
る
。
制
州
車

の
改
-
訂
も
、
序
段
と
は
異
な
っ
て
そ
の
蕊
本
的
な
構
成
に
ま
で
は
及

ん
で
い
な
い
。

両
者
の
文
章
構
成
上
の
最
大
の
相
違
は
、
軍
事
に
関
す
る
記
述
の

部
分
に
あ
る
。
後
に
一
部
す
様
に
、
李
商
隠
は
李
徳
捺
の
各
文
章
の
背

景
と
な
る
事
件
を
連
続
し
て
記
し
、
結
び
に
文
章
の
題
名
を
列
挙
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
郷
軍
は
、
一
つ
の
事
件
を
記
し
た
後
に
そ
れ
に

対
応
す
る
文
章
の
題
名
を
記
す
様
に
改
め
て
い
る
。
両
者
を
比
べ
る

と
、
鄭
亜
の
文
章
の
方
が
理
解
し
易
く
、
ま
た
帝
室
の
儀
礼
の
部
分

ハ
ロ
〉

と
の
形
式
的
な
統
一
性
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
李
商
隠
は
敢
て

こ
の
様
な
構
成
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
軍
事
行
動
は
大
き
く
分
け
て
次
の
三
つ
で
あ

る
。
一
、
回
線
の
烏
介
可
一
汁
を
磁
り
、
嫁
し
て
い
た
太
平
公
主
を
帰

還
さ
せ
る
。
二
、
昭
義
節
度
使
劉
議
の
反
乱
を
討
伐
す
る
。
一
一
一
、
河

東
節
度
伎
の
部
将
楊
弁
の
反
乱
を
討
伐
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
互
い
に

関
連
し
て
会
沼
田
二
年
か
ら
四
年
の
間
に
次
々
と
起
こ
っ
た
事
件
で
あ

る
。
こ
の
戦
乱
の
連
続
を
印
象
付
け
る
た
め
に
は
、
李
商
隠
の
文
章

構
成
の
方
が
よ
り
効
果
的
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
閉
鵠
の
項
の
末
尾

か
ら
劉
穏
の
項
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

ハ
臼
〉

遂
得
朝
還
責
主
、
幕
遁
名
玉
、
轄
椀
塞
之
帰
卒
、
復
梅
散
問
向

ハ

玲

〉

ハ

M
〉

綴
。
及
管
誠
赤
紋
喪
帥
帰
珪
、
有
関
伯
之
弟
兄
、
誕
景
升
之
児

子
。
〔
遂
に
務
に
食
主
(
太
平
公
主
〉
を
還
し
、
暮
に
名
王
ハ
烏

介
可
汗
〉
を
遁
が
す
を
得
、
柳
塞
の
帰
車
を
轄
し
、
復
た
梅
赦

し
て
践
に
向
か
ふ
。
日
時
間
城
の
赤
玖
に
、
帥
(
劉
従
諌
〉
を
喪
ひ

て
珪
を
帰
す
に
及
び
、
関
偵
の
弟
兄
有
り
て
、
景
升
の
児
予
を

誕
む
ハ
劉
穣
を
指
す
)
。
〕

こ
れ
を
鄭
車
は
次
の
様
に
改
め
る
。

遁
其
名
玉
、
復
我
貴
主
。
公
於
是
有
討
北
紋
之
詔
。
天
宝
末
、

(
江
川
〉
(
お
〉

部
門
為
替
乱
之
地
。
:
:
主
婦
問
瞬
間
仲
武
掃
除
妖
輩
、
減
獲

仇
揮
。
:
:
:
公
於
走
者
機
州
紀
聖
功
之
碑
。
瀦
帥
劉
従
諌
死
、

其
子
盟
関
稲
川
之
険
、
持
甲
兵
之
衆
、
議
爵
争
地
、
展
開
玉
庭
。

門
其
の
名
王
を
遁
が
し
、
我
が
責
主
を
復
す
。
公
ハ
李
徳
裕
)

是
に
於
て
北
獄
を
討
つ
の
詔
有
り
。
天
宝
末
に
、
髄
門
は
首
乱

の
地
為
り
。
:
・
・
:
是
に
歪
ワ
て
漁
陽
の
帥
(
張
〉
仲
武
妖
撃
を

掃
除
し
、
仇
鰭
を
戚
獲
と
す
。
:
:
:
公
是
に
於
て
幽
州
の
翠
功

を
紀
す
の
碑
有
り
。
瀦
の
帥
劉
従
諌
死
し
、
其
の
子
関
河
の
般

に
図
り
、
甲
兵
の
衆
き
を
侍
み
、
爵
を
請
ひ
地
を
争
ふ
は
、
震

と
王
庭
に
開
す
。
〕

鄭
亜
の
記
述
か
ら
は
、
太
平
公
主
が
帰
還
し
た
後
、
張
仲
武
の
功

に
よ
っ
て
北
辺
に
平
和
が
訪
れ
、
そ
の
後
で
劉
旗
の
反
乱
が
起
こ
っ

た
様
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
事
実
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
北
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方
の
戦
乱
が
完
全
に
平
定
さ
れ
な
い
う
ち
に
劉
積
が
こ
れ
に
乗
じ
て

乱
を
起
こ
す
。
そ
の
時
に
朝
臣
達
が
苦
慮
す
る
中
で
、
李
徳
裕
は
ひ

と
り
強
硬
策
を
主
張
し
て
武
宗
の
支
持
を
得
、
難
局
を
打
開
す
る
の

(叩む

で
あ
る
。

序
段
と
は
反
対
に
、
こ
こ
で
は
李
商
隠
の
方
が
事
実
に
却
し
て
文

章
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
戦
乱
が
連
続
す
る
情
勢

の
閤
難
さ
を
強
調
す
れ
ば
、
李
徳
裕
の
軍
事
一
面
で
の
功
績
を
よ
り
鮮

明
に
示
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
文
章
の
統
一
感

と
切
断
さ
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
鄭
亜
の
坦
一
一
む
所
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。ω

本
論
そ
の
二
、
武
宗
の
即
位

こ
の
他
、
本
論
の
部
分
に
は
次
の
改
訂
が
見
ら
れ
る
。
李
商
隠
の

文
章
の
「
仁
袈
文
武
歪
神
大
孝
皇
帝
真
容
讃
」
の
項
に
は
、
次
に
一
か

す
様
に
武
宗
の
即
位
に
つ
い
て
}
記
さ
れ
て
い
る
。

初
文
京
皇
帝
思
宗
社
之
議
、
桃
祖
之
重
0

・
:
:
・
常
倍
、
開
制
邸
五
同

寧
忘
邪
。
及
武
宗
議
験
一
一
一
回
、
位
当
九
五
、
出
潜
離
昭
郎
、
躍
泉

夜
夫
。
〔
初
め
文
宗
皇
帝
宗
社
の
議
、
秘
担
の
雷
一
一
を
思
ふ
o

j

'
:
常
に
日
く
、
頴
邸
一
昔
れ
寧
ん
ぞ
忘
れ
ん
や
、
と
。
武
宗
の
諜

は
一
一
一
四
を
総
へ
、
位
は
九
五
に
当
る
に
及
び
、
潜
を
出
で
て
隠

を
離
れ
、
泉
に
躍
り
て
天
に
在
り
。
〕

郷
車
は
、
こ
の
部
分
を
全
一
期
的
に
削
除
し
て
い
る
。

史
実
に
よ
る
と
、
文
宗
の
没
後
に
皇
太
子
成
美
が
即
位
す
べ
き
所

を
、
官
官
仇
土
良
ら
が
頴
王
濯
を
即
位
さ
せ
て
武
宗
と
し
た
も
の
で

〈

M
〉

あ
る
。
李
商
憶
は
文
宗
が
頼
、
王
と
親
し
か
っ
た
事
実
を
も
と
に
、
武

宗
の
継
位
は
文
宗
の
遺
志
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
る
。

鴻
浩
は
、
こ
の
蒲
縫
は
か
え
っ
て
嫌
疑
を
招
く
と
い
う
理
由
で
、

ハ
加
)

鄭
亜
の
削
除
を
支
持
す
る
。
こ
の
箆
所
の
相
違
の
み
に
差
回
し
て
論

ず
る
な
ら
ば
、
鴻
浩
の
説
明
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
一
編
の

文
章
全
体
の
構
成
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
両
者
の
相
違
に
は
次
の
様

な
意
味
が
あ
ろ
う
。
李
商
穏
は
文
章
の
冒
頭
に
武
宗
の
即
位
の
記
述

を
置
き
、
武
宗
の
登
用
に
よ
っ
て
李
徳
裕
の
中
央
政
界
で
の
活
動
が

開
始
さ
れ
た
と
す
る
。
よ
っ
て
、
武
宗
の
即
位
に
疑
惑
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
李
徳
裕
の
功
績
は
根
本
か
ら
覆
え
さ
れ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で

李
蕗
隠
は
、
武
宗
の
継
位
の
正
当
性
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
区
対
し
鄭
亜
は
、
武
宗
朝
以
前
か
ら
の
功
績
に
よ

っ
て
李
徳
裕
は
設
局
さ
れ
た
よ
記
述
す
る
。
よ
っ
て
、
武
宗
の
継
位

の
正
当
性
が
、
李
徳
裕
の
業
績
の
評
価
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。

そ
の
た
め
に
、
鄭
亜
は
武
宗
那
泣
の
記
述
を
削
削
除
し
た
の
で
あ
る
。

ω
結
び
、
李
徳
絡
の
近
況

最
後
に
結
び
の
部
分
だ
が
、
両
者
共
に
李
徳
裕
に
対
す
る
賛
美
を

主
な
内
容
と
す
る
。
ど
ち
ら
も
歴
史
上
の
人
物
と
李
徳
裕
と
を
比
較

す
る
と
い
う
形
式
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
郵
盟
は
李
荷
臆
の
文
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章
を
完
全
に
改
め
て
い
る
。
こ
こ
で
注
自
す
べ
き
は
、
両
者
に
日
記
さ

れ
た
李
徳
硲
の
近
況
の
迷
い
で
あ
る
。

李
商
隠
は
、
結
び
の
部
分
で
は
ま
ず
李
徳
総
の
多
才
ぶ
り
に
つ
い

て
記
す
。
次
に
、
そ
の
才
能
に
よ
っ
て
優
れ
た
輔
弼
の
直
下
と
な
り

得
た
と
述
べ
る
が
、
そ
の
部
分
は
次
の
句
で
は
じ
ま
る
。

故
能
応
是
問
問
時
、
輝
一
十
一
大
子
。
〔
故
に
能
く
是
れ
間
同
時
に
応
へ
、

い
つ
F
¥

天
子
中
)
煽
し
む
。
〕

こ
の
部
分
の
後
に
、
李
徳
掃
の
近
況
を
記
し
た
文
が
次
の
様
に
統

O
 

J
く
、

ハ
忽
)

而
又
不
節
怨
差
、
知
進
一
議
允
0

・
:
・
:
肴
萩
無
佐
、
琴
鶴
有
除
。

成
万
古
之
良
相
、
為
一
代
之
高
土
。
〔
寵
し
て
又
た
節
せ
ざ
れ

ば
怨
嵯
し
、
進
む
を
知
り
て
充
す
る
を
愛
ふ
0

・
:
・
:
肴
萩
に
佐

無
く
、
琴
鶴
に
徐
有
り
。
万
台
の
良
相
と
成
り
て
、
一
代
の
高

士
為
り
。
〕

こ
こ
で
は
、
失
脚
の
事
実
こ
そ
伏
せ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
室
宗

即
位
後
の
当
時
、
李
徳
絡
が
第
一
線
を
退
い
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
る
。
ず
る
と
、
先
の
引
用
の
「
回
日
時
」
は
会
昌
年
間
、
「
天
子
」

は
武
宗
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
序
段
に
記
さ
れ
た
武
宗
と

李
徳
槍
の
親
密
な
一
関
部
と
呼
応
し
て
首
尾
を
一
貫
す
る
も
の
で
あ

る。
一
方
鄭
直
は
、
李
徳
裕
が
文
章
と
政
術
の
両
面
の
才
能
を
備
え
て

史
上
に
比
類
無
き
完
全
な
人
物
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
功
績
の
普
通

性
を
強
調
す
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
一
文
が
見
え
る
。

李
斯
以
刻
石
紀
号
之
文
勝
、
市
不
在
休
明
之
濯
、
又
何
足
数
哉
。

〔
卒
新
刻
石
紀
号
の
文
勝
れ
る
を
以
て
、
休
明
の
運
在
ら
ざ
る

は
、
又
た
何
ぞ
数
ふ
る
に
足
ら
ん
や
。
〕

秦
始
皇
帝
の
丞
相
李
斯
は
、
二
世
皇
帝
即
位
後
に
失
脚
し
処
刑
さ
れ

一mv鄭
亜
は
、
空
却
に
対
し
「
何
足
数
哉
」
と
断
じ
て
、
李
徳
裕
は

こ
れ
と
兵
な
り
命
運
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
宣

宗
即
位
後
の
状
況
を
故
意
に
無
視
し
、
李
徳
裕
の
功
績
を
武
宗
の
治

世
と
切
り
離
す
も
の
で
あ
る
。
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、
改
作
を
招
い
た
原
因

李
蕗
憾
の
「
太
尉
衛
公
会
昌
一
品
集
序
」
の
記
述
が
鄭
亜
の
意
に

そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
最
大
の
一
安
西
は
、
武
宗
と
李
徳
裕
の
君
臣
関
係
の

理
想
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
編
に
わ
た
り
徹
底
的
に
改
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
鄭
蛮
は
形
式
的
に
整
っ
た
文
章
の
構
成
に
意
を
注
い
で

い
る
。
李
徳
裕
の
軍
功
に
関
す
る
部
分
の
改
変
は
、
そ
の
顕
著
な
表

れ
で
あ
る
。

武
宗
と
李
徳
裕
の
関
係
の
記
述
の
改
変
に
つ
い
て
、
周
振
甫
氏
は

次
の
様
に
述
べ
る
。

「
宣
宗
即
位
後
に
、
武
宗
の
時
代
に
権
力
の
座
に
あ
っ
た
李
徳
裕



と
そ
の
一
派
に
対
す
る
攻
撃
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
、
武
宗
と
李
徳
裕

〈
部
)

の
関
係
を
強
調
す
る
の
は
良
く
な
い
と
郷
軍
司
は
考
え
た
。
」

こ
の
指
摘
は
的
確
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
田
川
氏
は
い
く
つ
か
の
重
要

な
点
を
見
落
と
し
て
い
る
。

卒
商
穏
は
、
こ
の
序
文
を
書
く
直
前
に
、
李
徳
裕
が
太
子
少
保
に

就
任
し
た
こ
と
を
祝
う
戯
曲
状
を
鄭
亜
の
た
め
に
代
作
し
て
い
る
。
こ

の
書
状
「
泊
旅
陽
公
上
李
太
尉
状
」
は
、
表
面
的
に
は
李
徳
裕
が
宣

宗
の
信
任
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

李
徳
梅
と
郷
軍
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
慎
重
に
記

(
制
)

述
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
李
商
揺
は
当
時
の
政
界
の
状
況
と
鄭
亜

の
対
処
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
幕
府
の
文

書
係
と
し
て
い
か
な
る
内
容
の
序
文
を
作
る
べ
き
か
は
当
然
承
知
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
李
商
憶
は
敢
て
こ
れ
を
無

視
し
た
の
か
。

そ
れ
は
、
事
商
憶
が
こ
の
序
文
を
書
く
際
に
、
鄭
亜
の
窓
図
に
忠

実
に
従
う
こ
と
よ
り
も
、
李
徳
裕
の
意
志
を
反
映
す
る
こ
と
を
重
視

し
た
た
め
で
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
先
に
も
示
し
た
李
徳
裕

が
郷
躍
に
与
え
た
脅
状
の
一
節
で
あ
る
。

武
宗
一
朝
、
冊
命
山
内
結
、
寧
機
羽
機
、
皆
受
命
撰
述
、
偶
副
磁
一
一

情
。
伏
恐
製
序
之
時
、
要
知
此
意
。
〔
武
宗
一
朝
の
、
冊
命
典

話
、
軍
機
羽
搬
は
、
皆
な
命
を
受
け
て
撰
述
し
、
偶
々
に

部
ふ
。
伏
し
て
恐
る
、
序
を
製
す
る
の
持
、
此
の
意
を
知
る
を

要
む
を
。
〕

李
徳
裕
は
、
こ
こ
で
序
文
を
作
る
際
に
留
意
す
べ
き
点
を
述
べ
る
。

そ
れ
は
、
武
宗
朝
の
重
要
な
文
書
は
、
彼
の
独
断
専
行
で
は
な
く
皇

帝
の
命
に
従
っ
て
作
り
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
迎
合
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
た
ま
た
ま
皇
帝
の
心
地
問
に
遜
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
李
商
揺
は
こ
の
言
葉
に
触
発
さ
れ
、
武
宗
と
李
徳
裕
の

関
係
の
理
想
化
に
意
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
李
商
揺
が
こ
の
李
徳
裕
の
一
一
一
一
口
葉
に
従
う
こ
と
を
決
断
し

た
理
由
を
考
え
た
い
。
李
南
隠
は
鄭
車
に
仕
え
る
以
前
に
、
李
徳
裕

に
宛
て
た
書
状
を
五
通
代
作
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
通
に
、
会

問
間
四
年
に
書
か
れ
た
「
為
李
飴
孫
上
李
相
公
啓
」
ハ
『
奨
南
文
集
詳

注
』
巻
一
一
一
〉
が
あ
る
。
こ
の
啓
の
中
に
も
、
次
に
引
用
す
る
様
に
、

帝
位
に
つ
い
た
武
宗
の
強
い
求
め
に
よ
っ
て
李
徳
裕
が
登
用
さ
れ
、

信
任
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
一
節
が
あ
る
。

始
者
主
上
以
代
邸
承
基
、
部
邸
機
業
。
明
発
不
線
、
懐
清
一
廟
之

品
忠
義
、
日
長
忘
役
、
念
蒼
生
之
定
命
。
愛
徴
一
元
老
、
允
在
賓

臣
、
五
載
於
弦
、
ム
ハ
符
期
的
。
〔
始
め
主
上
以
て
代
邸
に
基
を

承
け
、
警
官
い
業
を
桁
ぐ
。
開
発
-
探
ね
ず
し
て
、
清
一
期
の
章
一
叫

を
嬢
ひ
、
日
長
没
を
忘
れ
、
蒼
生
の
定
命
を
念
ひ
、
愛
に
一
克
老

を
激
し
、
允
に
箆
尽
に
在
ら
し
む
。
五
載
救
に
於
て
、
六
梓
斯
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あ
き

く
納
ら
か
な
り
。
〕

こ
の
一
躍
の
替
か
れ
た
の
は
、
李
徳
硲
の
権
勢
の
絶
頭
期
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
李
徳
裕
に
対
し
て
は
ど
の
様
な
賛
美
で
も
受
け
入
れ
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
李
萌
隠
が
選
ん
だ
の
は
、
ま
ず
武
宗
を
帝
室

と
民
衆
を
深
く
思
う
名
君
と
し
て
称
場
し
、
そ
の
名
君
に
登
用
さ
れ

た
李
徳
裕
の
偉
大
さ
を
印
象
付
け
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
に

替
か
れ
た
「
太
尉
筏
公
会
昌
一
品
集
序
い
と
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
、
李
徳
裕
失
脚
後
に
警
か
れ
た
「
為
紫
陽
公
上
卒
太
尉

状
」
で
は
、
先
に
述
べ
た
様
に
、
政
治
状
況
に
配
慮
し
て
武
宗
と
の

関
係
を
強
調
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
李
徳
裕
は
、
「
与
桂
州

側
州
中
丞
審
」
の
中
で
自
ら
の
功
績
を
武
宗
の
信
任
に
帰
し
て
い
る
。

李
商
隠
は
こ
の
害
状
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
自
分
が
作
っ
た
啓
が
李
徳

裕
の
心
携
を
ヰ
一
一
向
い
当
て
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

逆
境
に
あ
っ
て
も
君
庄
の
義
を
曲
げ
な
い
李
徳
裕
の
態
度
に
ひ
か
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
李
商
穏
は
鄭
亜
の
意
向
を
無
視
し
た
序

文
ー
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
李
徳
裕
の
寧
功
の
強
調
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
為
李
飴
孫

上
李
相
公
啓
」
と
関
係
が
あ
る
。
こ
の
啓
で
は
、
李
徳
都
の
軍
功
が

朝
廷
に
あ
っ
て
謀
を
巡
ら
し
勝
ち
を
制
す
る
意
味
の
「
廟
戦
」
と
い

う
語
を
用
い
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
対
四
鵠
の
勝
利
が
「
廟
戦
之
功

ご
、
楊
弁
の
乱
の
平
定
が
「
廟
戦
之
功
一
劉
積
の
乱
の
平
定
が

(
お
)

「a

期
戦
之
功
一
一
一
」
と
な
る
。
実
際
に
は
、
宰
相
李
徳
裕
の
治
績
は
内

政
外
受
の
多
般
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
啓
で
は
「
廟

戦
」
の
功
絞
が
他
に
比
べ
て
際
立
っ
て
多
く
の
字
数
を
用
い
て
}
記
さ

れ
、
ま
た
記
述
も
具
体
的
で
あ
る
。

一
方
、
李
徳
裕
が
鄭
理
へ
の
害
状
で
『
会
問
問
一
品
集
』
中
の
重
要

な
作
品
と
し
て
示
し
た
の
は
、
帝
室
の
儀
礼
に
関
す
る
も
の
以
外

は
、
全
て
「
麟
戦
」
に
関
係
し
た
文
章
で
あ
る
。
そ
こ
で
李
商
隠

は
、
か
つ
て
自
分
が
書
い
た
啓
の
「
廟
戦
」
に
重
点
を
置
い
た
構
成

が
、
李
徳
裕
の
自
己
評
舗
に
合
致
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
そ
れ
に

心
を
動
か
さ
れ
た
李
商
隠
は
、
今
回
の
序
文
で
も
軍
功
を
強
調
し
た

の
で
あ
る
。
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四
、
改
作
を
受
け
た
後
の
李
商
隠
の
態
度

鄭
亜
は
、
翌
大
中
二
年
二
月
に
循
州
刺
史
と
な
る
ま
で
李
商
隠
を

幕
府
の
文
書
係
と
し
て
用
い
る
。
そ
の
間
も
鄭
亜
は
李
商
隠
を
疎
ん

じ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
文
章
を
代
作
さ
せ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に

「
上
李
太
尉
状
L
Q奨
南
文
集
補
一
編
』
巻
五
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

鄭
亜
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
去
吾
臼
一
品
集
』
序
と
共
に
李
徳
裕
に

奉
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。

こ
の
害
状
の
中
に
も
、
序
文
が
鄭
亜
の
改
作
を
受
け
る
原
因
と
な

っ
た
武
宗
と
李
徳
搭
の
関
係
の
親
密
さ
が
再
び
記
さ
れ
て
い
る
。
次



に
そ
れ
を
引
用
す
る
。

伏
惟
武
宗
皇
帝
、
英
断
無
疑
、
容
姿
不
調
、
緑
騨
緯
美
、
瑞
鼎

刊
親
。
太
尉
妙
館
展
襟
、
式
光
洪
一
伴
、
有
大
手
筆
、
居
第
一
功
。

〔
伏
し
て
惟
ふ
武
宗
皇
帝
、
英
断
疑
ひ
無
く
、
容
姿
、
測
ら
ず
、

緑
鮮
に
美
を
病
め
、
瑞
鼎
に
規
を
刊
む
。
太
尉
払
し
く
笈
襟
を

つつ

筒
し
、
式
し
み
て
洪
砕
を
光
ら
せ
、
大
手
筆
有
り
て
、
第
一
功

に
居
る
。
〕

こ
こ
で
も
、
ま
ず
武
宗
に
対
す
る
賛
美
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

「
妙
筒
炭
襟
」
以
下
に
記
さ
れ
る
李
徳
絡
の
功
綴
は
、
英
明
な
君
主

武
宗
の
思
慮
を
文
章
化
し
て
そ
の
権
威
を
高
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
先
に
見
た
李
徳
裕
の
害
状
の
「
皆
受
命
撰
述
、
偶
副
聖
情
」
と

い
う
言
葉
に
基
づ
い
た
記
述
で
あ
る
。

卒
粥
憶
は
、
ま
ず
「
為
妓
揚
公
上
李
太
尉
状
」
執
筆
時
に
当
時
の

政
治
的
状
況
と
郷
軍
の
対
処
を
知
り
、
さ
ら
に
「
太
尉
衛
公
会
昌
一

品
集
序
」
に
改
作
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
度
鄭
頂
の
考
え
を
確

認
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
自
ら
の
意
志
を
出
げ
や
す
、
あ
く
ま
で
も

武
宗
と
李
徳
裕
の
君
臨
関
係
を
理
想
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

李
硲
隠
が
代
作
文
書
を
作
る
時
に
も
、
依
頼
者
の
窓
の
儲
に
紘
一
ヤ
を
揮

う
道
具
に
甘
ん
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
護
状
に
は
、
鄭
亜
の
畿
は
入
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
私
信
な

の
で
、
文
集
の
序
文
に
比
べ
て
反
対
派
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と

考
え
、
鄭
蛮
は
李
務
隠
の
独
断
を
黙
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様

に
、
幕
府
の
長
官
は
文
書
係
の
李
商
隠
を
常
に
厳
し
く
束
縛
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

五
、
そ
の
他
の
代
作
文
書
に
お
け
あ
李
高
隠
自
身
の

見
解
の
表
明
に
つ
い
て

最
後
に
、
「
太
尉
衛
公
会
自
国
一
品
集
序
」
及
び
「
上
李
太
尉
状
」

以
外
で
、
李
商
憶
が
自
ら
の
克
解
を
表
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
代

作
文
書
の
例
を
挙
げ
る
。

前
章
ま
で
に
取
り
上
げ
た
「
太
尉
衛
公
会
沼
田
一
品
集
序
」
と
「
為

李
胎
孫
上
李
相
公
啓
」
に
お
い
て
、
李
商
隠
は
李
徳
裕
の
軍
功
を
強

調
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
に
も
、
李
商
隠
の
代
作
文
書
に
は
会
回
目

年
間
の
軍
事
的
勝
利
に
関
す
る
記
述
が
自
立
つ
。
そ
の
典
型
的
な
例

が
、
会
高
五
年
に
河
南
予
底
貞
の
た
め
に
代
作
し
て
武
宗
に
捧
げ
た

「
為
河
南
慮
予
賀
上
尊
号
表
」
〈
『
奨
南
文
集
詳
注
』
巻
一
〉
で
あ
る
。

こ
の
表
に
は
、
「
為
事
胎
孫
上
李
相
公
啓
」
の
一
一
一
つ
の
「
廟
戦
」
と

同
じ
く
、
閉
館
に
対
す
る
勝
利
及
び
揚
弁
と
劉
棋
の
反
乱
の
平
定
に

つ
い
て
、
全
体
の
一
一
一
分
の
一
強
の
字
数
を
費
し
て
-
記
述
さ
れ
て
い

る
。
次
に
の
部
分
を
引
用
す
る
。
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:
:
:
而
敢
乗
衰
運
、
来
犯
問
日
朝
。

陛
下
乃
赫
以
天
成
、
授
之
宏
略
、
一
伐
布
単
一
ナ
僅
免
、
一
ニ
鼓
稲



責
主
来
選
、
滅
大
邦
之
仇
鱗
、
持
累
聖
一
之
念
憤
。
〔
且
つ

災
を
為
し
、
周
秦
策
に
乏
し
。
:
:
:
宿
し
て
敢
て
衰
運
に
乗

じ
、
来
り
て
島
朝
を
犯
す
。
随
下
乃
ち
赫
る
に
夫
威
を
以
て

し
、
之
に
宏
略
を
授
け
、
一
た
び
伐
ち
て
出
品
子
僅
か
に
免
れ
、

一
ニ
た
び
鼓
し
て
賞
主
来
た
り
還
り
、
大
邦
の
仇
櫛
を
滅
ぼ
し
、

の

累
裂
の
悲
憤
を
撚
ぶ
。
〕

こ
こ
で
は
、
鳥
介
可
汗
を
逃
亡
さ
せ
太
平
公
主
を
帰
還
さ
せ
る
と

い
う
具
体
的
な
戦
果
も
記
し
て
、
武
宗
を
周
秦
以
来
の
中
国
の
災
い

を
除
い
た
大
功
あ
る
君
主
と
し
て
賛
美
す
る
。
李
商
隠
は
、
武
宗
の

功
業
を
こ
れ
ら
三
つ
の
軍
功
に
代
表
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
地
の

事
項
は
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

卒
商
隠
が
会
昌
の
軍
功
を
強
調
す
る
の
は
、
都
政
の
中
心
に
あ
っ

た
武
宗
や
李
認
裕
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
為
紫
陽

公
枝
川
謝
上
表
」
(
明
焚
南
文
集
詳
注
』
巻
一
〉
に
お
い
て
鄭
亜
の
経

歴
を
記
す
に
当
た
り
、
会
回
日
元
年
ま
で
の
事
項
は
簡
潔
に
記
す
の
に

対
し
、
次
に
一
示
す
様
に
、
会
問
同
年
間
の
戦
乱
に
関
係
す
る
事
項
は
具

体
的
に
記
述
し
て
い
る
。

旋
倍
率
章
拒
詔
、
狂
虜
乱
輩
、
副
中
憲
以
急
宣
、
佐
維
城
市
準

設
。
〔
旋
り
て
時
半
童
(
魁
穣
〉
認
を
拒
み
、
狂
虜
(
党
一
損
)
華

を
乱
す
に
鑑
り
、
中
憲
ハ
李
回
〉
に
副
ひ
て
以
て
急
宣
し
、
維

或
ハ
究
王
岐
)
を
佐
け
て
遁
護
す
。
〕

こ
の
文
の
背
景
と
な
る
史
実
は
次
の
一
通
り
で
あ
る
。
会
昌
三
年
、

武
宗
は
御
史
中
丞
李
回
を
湾
北
一
一
一
鎮
ヘ
使
者
と
し
て
派
遣
し
、
そ
れ

〈
部
)

ら
の
藩
鎖
に
回
線
と
劉
棋
を
討
伐
さ
せ
た
。
ま
た
同
年
に
党
項
の
侵

略
を
受
け
る
と
、
苧
徳
裕
の
上
漢
に
よ
り
、
一
党
王
岐
を
霊
夏
等
六
道

一
元
帥
兼
安
撫
党
強
大
使
と
し
、
李
回
を
そ
の
副
官
と
し
て
、
党
項
を

ハ
幻
)

安
撫
し
た
。
こ
の
こ
つ
の
か
〈
渉
へ
の
鄭
藍
の
関
与
に
つ
い
て
は
正
史

に
記
さ
れ
て
い
な
い

o
Z
H治
通
鑑
』
で
は
、
河
北
三
鎮
に
つ
い
て

は
鄭
直
に
関
す
る
記
述
が
な
く
、
党
項
に
つ
い
て
は
「
史
鵡
修
撰
鄭

亜
為
一
元
帥
判
官
」
と
の
み
記
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
鄭
亜
の
功
績
は
特

記
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
李
商
隠

は
、
こ
れ
を
鄭
亜
の
こ
れ
ま
で
に
最
も
重
要
な
業
績
と
し
て
記
述
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
代
作
文
書
は
、
依
頼
者
も
送
付
先
も
異
な
る
の
だ
が
、

会
呂
年
間
の
対
異
民
族
及
び
対
藩
鎮
の
軍
事
行
動
に
力
点
を
置
く
こ

と
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
武
宗
の
会
昌
年
間
と
い
う
時
代
に

対
す
る
李
商
隠
自
身
の
一
評
価
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
「
太
尉
衛
公
会
昌
一
品
集
序
」
に
お
け
る
史
実
を
曲
げ
た

記
述
と
は
異
な
る
。
基
本
的
に
は
事
実
に
却
し
て
お
り
、
そ
こ
に
取

捨
選
択
ま
た
は
多
少
の
誇
張
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
程
度
の

作
為
に
よ
る
自
己
の
見
解
の
表
明
な
ら
ば
、
代
作
依
旗
者
に
斥
け
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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結

ぴ

李
陪
揺
は
、
自
ら
の
政
治
的
見
解
を
文
章
に
よ
っ
て
宣
伝
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
が
影
響
力
を
持
つ
ほ
ど
の
地
位
を
得
な
か
っ
た
人
物

で
あ
る
。
そ
の
彼
に
と
っ
て
の
代
作
と
は
、
単
に
生
活
の
滋
を
得
る

た
め
だ
け
の
行
為
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
代
作
を
通
じ
て
で
き
得
る

限
り
自
己
の
見
解
を
表
明
し
、
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
「
太
尉
術
公
会
日
間
一
品
集
序
」
執
筆
の
際
に
は
そ
の
欲
求
が
特

に
強
く
、
代
作
依
頼
者
に
拒
否
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
代
作
文
惑
を
自
己
の
作
品
と
意
識
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
李
商
隠
は
時
事
に
対
す
る
洞
察
を
含
ん
だ
内
容
を
巧
妙

な
修
辞
で
表
現
し
た
耕
文
を
一
作
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
態

度
は
、
彼
を
任
用
し
た
幕
府
の
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
代
作
依
頼
者

か
ら
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

注(
1
〉
拙
稿
「
李
前
隠
の
勝
文
に
お
け
る
山
内
放
の
技
法
に
つ
い
て
」

Q
日
本

中
国
学
会
報
b

節
目
十
五
柴
一
九
九
一
一
一
〉
一
李
商
隠
の
公
用
文
書
の

文
体
の
特
徴
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
〉
研
究
鈍
南
文
使
我
何
深
地
紙
ず
商
臨
的
生
活
・
思
想
和
写
作
活
動
受
幕

僚
工
作
束
縛
之
深
。
:
:
:
這
種
職
業
不
担
耗
殺
了
他
大
量
精
力
、
而
且
使

他
身
心
深
感
負
担
沈
重
。
子
走
他
就
只
能
把
内
心
的
積
欝
和
憤
滋
尽
矯
地

宜
洗
餓
注
予
詩
歌
之
中
。

「
論
奨
南
文
ー
一
(
『
文
学
遺
産
』
一
九
人
一
ニ
年
第
一
期
中
華
蓄
局
〉

(
3
〉
李
商
穏
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
以
下
主
に
張
采
田
『
玉
難
生
年
譜
会

第
』
に
基
づ
く
。

(
4
〉
及
武
宗
山
問
、
徳
裕
失
勢
、
ハ
白
〉
敏
中
乗
上
下
之
怒
、
調
力
排
之
、

使
其
党
李
威
訟
徳
裕
罪
。
徳
裕
出
走
自
東
都
留
守
以
太
子
少
保
、
分
司
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
四
十
八
唐
紀
六
十
四
宣
宗
大
中
元
年

李
徳
裕
の
缶
記
に
つ
い
て
は
、
湯
承
常
一
木
氏
『
李
徳
裕
研
究
』
(
一
九
七

四
台
誇
学
生
護
局
)
及
び
持
瑛
孫
氏
『
ホ
チ
徳
搭
年
譜
』
(
一
九
八
四

斉
魯
脅
社
〉
を
参
照
し
た
。
な
お
、
得
議
一
諒
氏
「
李
簡
隠
研
究
中
的
一
一
山
一
一

問
題
」
(
『
文
学
日
評
論
』
一
九
人
二
年
第
三
期
中
国
社
会
科
学
院
〉
は
、

李
商
憶
と
李
徳
裕
及
び
そ
の
一
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
論
考

で
中
の
る
。

(
5
〉
李
徳
絡
為
翰
林
学
士
、
高
其
(
部
理
〉
才
。
及
守
湖
沼
、
辞
署
幕

府
。
:
:
:
拝
給
卒
中
。
徳
犠
罷
宰
相
、
出
為
桂
管
観
察
使
0

2
糾
唐
番
』
巻
一
百
八
十
五
列
伝
鄭
政
問
父
恋

〈
6
〉
排
印
本
的
提
南
文
集
』
〈
一
九
人
人
上
海
古
籍
出
版
社
〉
を
用
い

る
。
な
お
、
議
内
南
文
集
詳
注
い
で
は
、
李
商
隠
の
文
の
題
は
「
太
尉
衛

公
会
話
一
品
集
序
」
、
郵
躍
の
文
の
題
は
一
ー
太
尉
衛
国
公
李
徳
裕
会
問
問
一

品
制
集
序
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
文
苑
英
翠
』
で
は
、
両

者
を
ま
と
め
て
「
太
尉
諾
公
会
話
一
品
制
集
序
」
二
首
と
し
て
い
る
。

〈
7
〉

2
一
別
ー
一
、
『
文
苑
英
翠
匂
は
「
伝
」
に
作
る
。

(
8
〉
西
伯
将
出
猟
、
ト
之
、
日
、
所
獲
非
竜
非
膨
非
虎
非
隅
側
、

之
輔
。
於
走
馬
問
問
伯
猟
、
来
週
太
公
於
滑
之
続
。

吋

史

記

陥

一

斉

大

公

世

家
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(
9
〉
武
丁
夜
拶
得
製
入
、
名
目
説
。
:
:
:
於
走
遁
使
百
工
営
求
之
野
、
得

説
於
抑
険
中
。
:
:
:
見
於
武
丁
、
武
了
間
走
唱
。

句
史
記
』
巻
一
一
一
般
本
紀

(
羽
)
穆
宗
即
位
、
羽
入
翰
林
究
学
士
。
帝
在
来
官
、
索
開
(
李
)
吉
甫
之

名
、
既
見
徳
裕
、
尤
官
一
之
。
禁
中
警
部
、
大
手
鑑
多
詔
徳
椅
草
之
。

間
同
府
警
』
巻
一
百
七
十
悶
列
伝
李
徳
裕

ハ
ロ
)
鴻
浩
は
「
改
本
小
結
束
処
、
殊
勝
原
文
。
」
(
『
紫
南
文
集
詳
詑
』
〉
と
、

こ
れ
を
評
す
る
。

(
辺
)
「
倣
」
、
『
文
苑
英
輩
』
は
「
粧
ー
一
に
作
る
。

ハ
日
)
「
誠
」
、
内
文
苑
英
華
』
は
「
成
」
に
作
る
。

ハ
リ
凶
)
「
帥
」
、
『
文
苑
英
搭
』
は
「
師
」
に
作
る
。

(
日
〉
「
走
」
、
主
v
〈
苑
英
幸
』
は
「
於
」
に
作
る
。

(
時
)
明
文
苑
央
部
十
』
は
「
漁
腸
帥
師
」
に
作
る
。

ハ
げ
〉
力
v
〈
苑
英
諜
』
は
「
翠
」
の
字
無
し
。

(
国
〉
上
以
沢
絡
事
謀
於
宰
相
、
宰
相
会
/
以
為
、
田
鵠
鈴
儲
未
減
、
辺
境
猶

須
饗
備
、
復
討
沢
灘
、
国
力
不
支
、
請
以
劉
穏
権
知
寧
事
。
一
課
官
及
，
粧
直

上
一
士
一
向
者
亦
然

Q

李
徳
裕
独
自
、
:
:
:
朝
廷
若
又
関
市
授
之
、
則
四
方
諾
鎮

能
不
思
数
茶
所
為
、
天
子
威
令
不
復
行
突
O
i
-
-
e
上
喜
田
、
吾
与
徳
裕
向

之
、
株
無
後
悔
。
遂
決
意
討
旗
、
群
直
言
者
不
復
入
会
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
四
十
七
清
紀
六
十
一
一
一
武
宗
会
昌
三
年

ハ
四
〉
中
尉
仇
士
良
、
魚
弘
志
以
太
子
之
立
、
功
一
小
恋
己
、
乃
畳
一
口
太
子
幼
、

且
有
疾
、
吏
議
所
立
。
李
沼
田
、
太
子
位
己
定
、
量
得
中
変
。
士
良
、
弘

士
一
心
遂
矯
詔
立
漉
為
太
弟
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
四
十
六

唐
紀
中
ハ
十

文
宗
開
成
五
年

(
幼
〉
文
京
駿
平
十
六
宅
、
与
語
主
要
楽
、
皆
見
旧
紀
。
但
武
宗
之
立
、
出

於
箆
官
矯
認
、
強
縫
反
啓
嫌
疑
失
。
改
本
間
之
為
走
。

『
披
〈
南
文
集
詳
注
』

ハ
紅
)
「
佐
」
、
『
文
苑
英
翠
創
出
は
「
在
」
に
作
る
。

〈
辺
〉
於
是
二
枇
乃
使
ハ
趨
)
高
案
丞
相
獄
治
罪
、
資
ハ
李
〉
斯
与
子
自
謀

反
状
。
:
:
:
二
世
二
年
七
月
、
間
内
斯
五
剤
、
論
腰
斬
成
陽
市
。

司
史
認
』
巻
八
十
七
李
斯
列
伝

(
お
〉
対
李
徳
裕
和
地
一
一
一
一
回
用
的
人
的
打
撃
己
経
開
始
、
:
:
:
在
這
個
時
候
写

選
第
序
、
一
関
頭
就
強
調
武
宗
即
位
択
拐
、
推
重
徳
裕
、
用
史
ト
的
安
太

公
、
宵
夢
的
持
説
来
比
、
鋪
亜
大
概
認
為
在
当
時
的
政
治
気
扇
中
似
不
合

適
、
:
:
:
不
用
商
隠
的
関
頭
、
男
従
制
諾
滑
走
一
角
度
説
。

前
出
『
本
一

d

商
鱈
選
集
』

(
似
品
)
前
出
掛
稿
「
李
商
問
問
の
餅
文
に
お
け
る
典
故
の
技
法
に
つ
い
て
」
一
一

李
商
穏
の
公
用
文
書
に
お
け
る
典
故
の
活
用
同
「
為
摂
陽
公
上
李
太
尉

状
」
を
参
照
の
こ
と
。

ハ
お
〉
例
と
し
て
、
回
鵠
の
市
恨
の
末
尾
を
引
用
す
る
。

拐
琴
公
主
、
己
出
於
擁
壁
、
議
暮
天
時
腕
、
行
進
其
種
落
。
向
若
非
欝
公

料
敵
、
先
線
三
策
、
充
国
為
学
、
尽
通
四
一
典
、
別
何
以
雪
高
廟
称
直
之

ur

一
品
、
全
粛
祖
復
京
之
好
。
此
廟
戦
之
功
一
也
。

(
部
)
上
遺
刑
部
侍
郎
紫
御
史
中
丞
李
白
宣
慰
河
北
三
鎮
、
令
幽
バ
乗
秋
早

平
田
鶴
、
鎮
貌
早
平
沢
瀦
O
i
-
-
-
西
明
器
有
担
気
、
一
二
鎮
無
不
奉
認
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
四
十
七
麿
紀
六
十
三
武
宗
会
昌
三
年

(
釘
)
郊
寧
奏
党
項
入
露
。
:
:
:
乃
以
究
王
岐
為
霊
夏
等
六
道
元
帥
兼
安
撫

党
項
大
使
、
又
以
御
史
中
一
盛
李
国
為
安
撫
党
項
副
使
、
史
館
修
撰
刷
郷
軍
為
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一
克
師
判
官
、
令
欝
詔
往
安
撫
党
項
及
六
銭
百
姓
。

『
資
治
通
鎮
』
間
前

(
筑
波
大
学
〉
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